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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第１四半期連結
累計期間

第54期
第１四半期連結
累計期間

第53期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 4,095,115 4,270,918 18,017,074

経常利益 （千円） 311,973 446,116 2,279,425

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 210,373 299,561 1,266,522

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 234,511 426,004 1,127,399

純資産額 （千円） 12,695,166 13,764,159 13,588,054

総資産額 （千円） 18,241,369 19,210,870 19,044,125

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 18.53 26.38 111.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.6 71.6 71.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。新型コロナウイルス感染症による事業への影響について

は、引き続き今後の状況を注視してまいります。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、経済活動が制限さ

れる等大変厳しい状況下で推移し、緊急事態宣言解除後も依然として先行き不透明な状況で推移しております。

当社グループの属する情報サービス業界においては、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、ＩＴ投資の先送りな

どの動きも一部で見られる状況となっております。

このような環境の下、当社グループでは、リモート環境を活用した遠隔での開発業務の実施、時差通勤・在宅勤

務の実施、出張や会議の削減等により、全役員及び社員が感染拡大防止に努めつつ、事業活動が継続できる体制を

構築してまいりました。

一方で、リモートワークや業務プロセスの電子化等への関心の高まりなどを背景に、新たなデジタルビジネスの

立ち上がりや需要の活性化により、中長期的にはＩＴ投資がより加速することも考えられます。当社グループで

は、短期的にはコロナ禍による受注減を最小限に抑制しつつも、中長期的には感染の収束後における市場ニーズに

対応すべく、新規事業創出の取組みを開始しております。

このような取組みの結果、当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

ａ.財政状態

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金並びに仕掛品の増加、受取手形及び売掛金の減

少等により、前連結会計年度末に比べ261百万円増加し13,051百万円となりました。固定資産は有形固定資産及び

繰延税金資産の減少等により、前連結会計年度末に比べ95百万円減少し6,159百万円となりました。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ166百万円増加し、19,210百万円となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、短期借入金及び流動負債その他の増加、未払法人税等及び賞

与引当金の減少等により、前連結会計年度末に比べ８百万円減少し2,518百万円となりました。固定負債は役員退

職慰労引当金の増加、固定負債その他の減少等により、前連結会計年度末に比べ０百万円減少し2,928百万円とな

りました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ９百万円減少し、5,446百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加等により、前

連結会計年度末に比べ176百万円増加し13,764百万円となりました。

この結果、自己資本比率は71.6％（前連結会計年度末は71.4％）となりました。

 

b.経営成績

第１四半期連結会計期間においては、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響が深刻化する前に受注した案

件が多かったことから、各事業において安定した売上を確保しました。また、利益面では、業務プロセス見直しを

実施したことによる販管費削減効果等により、増益を確保しました。その結果、売上高は4,270百万円（前年同四

半期比4.3％増）、営業利益は345百万円（同25.5％増）、経常利益は446百万円（同43.0％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は299百万円（同42.4％増）となりました。
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①システム開発事業

当事業では、情報・通信、公共・社会インフラ、カーエレクロニクス等の分野の売上・利益が増加しました。

その結果、売上高は2,670百万円（前年同四半期比5.1％増）、営業利益は210百万円（同5.9％増）となりまし

た。

②システムマネジメント事業

当事業では、運輸・通信、官公庁・団体等の分野の売上・利益が増加しました。その結果、売上高は1,253百

万円（同3.0％増）、営業利益は104百万円（同47.7％増）となりました。

③その他

その他には、データソリューション事業、プロダクト事業、人材派遣事業を分類しております。

このうち、データソリューション事業、プロダクト事業の売上・利益が増加しました。その結果、売上高は

347百万円（同2.8％増）、営業利益は28百万円（同640.8％増）となりました。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は21百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,479,320

計 17,479,320

 
 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,109,490 13,109,490

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 13,109,490 13,109,490 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　2020年４月１日～

　2020年６月30日
－ 13,109,490 － 653,352 － 488,675

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,753,700 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,352,900 113,529 同上

単元未満株式 普通株式 2,890 － －

発行済株式総数  13,109,490 － －

総株主の議決権  － 113,529 －

 

②【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社エヌアイデイ
千葉県香取市玉造三丁目

１番５号
1,753,700 － 1,753,700 13.38

計 － 1,753,700 － 1,753,700 13.38

（注） 当第１四半期会計期間末日に当社が保有する自己株式数は、単元未満株式の買取りにより、単元未満株式を含

め、1,753,759株となっております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2020年４月１日から2020

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,965,663 9,547,990

受取手形及び売掛金 3,503,045 2,818,645

仕掛品 138,756 283,973

その他 182,289 401,095

流動資産合計 12,789,754 13,051,704

固定資産   

有形固定資産 415,299 404,920

無形固定資産 197,793 196,224

投資その他の資産   

投資有価証券 4,076,669 4,065,201

繰延税金資産 997,002 927,786

差入保証金 349,332 343,986

その他 218,273 221,046

投資その他の資産合計 5,641,277 5,558,020

固定資産合計 6,254,370 6,159,165

資産合計 19,044,125 19,210,870

負債の部   

流動負債   

買掛金 440,525 404,616

短期借入金 － 360,000

未払金 295,308 381,146

未払法人税等 358,432 163,054

賞与引当金 913,842 479,574

その他 519,385 730,133

流動負債合計 2,527,494 2,518,524

固定負債   

退職給付に係る負債 2,367,837 2,379,565

役員退職慰労引当金 494,200 501,737

資産除去債務 46,685 46,883

その他 19,853 －

固定負債合計 2,928,576 2,928,186

負債合計 5,456,070 5,446,710

純資産の部   

株主資本   

資本金 653,352 653,352

資本剰余金 488,675 488,675

利益剰余金 13,309,760 13,359,494

自己株式 △1,227,333 △1,227,405

株主資本合計 13,224,454 13,274,116

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 343,180 471,442

退職給付に係る調整累計額 20,419 18,600

その他の包括利益累計額合計 363,600 490,042

純資産合計 13,588,054 13,764,159

負債純資産合計 19,044,125 19,210,870
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 ※ 4,095,115 ※ 4,270,918

売上原価 3,290,641 3,421,603

売上総利益 804,474 849,315

販売費及び一般管理費 529,347 503,895

営業利益 275,127 345,419

営業外収益   

受取利息 1,385 1,486

受取配当金 29,864 32,387

投資有価証券売却益 － 33,173

投資事業組合運用益 5,795 22,112

助成金収入 － 13,476

その他 4,787 2,715

営業外収益合計 41,832 105,352

営業外費用   

支払利息 368 391

租税公課 2,100 2,285

投資事業組合管理料 2,458 1,862

その他 58 116

営業外費用合計 4,986 4,655

経常利益 311,973 446,116

特別利益   

固定資産売却益 － 346

特別利益合計 － 346

特別損失   

固定資産除却損 21 1,233

特別損失合計 21 1,233

税金等調整前四半期純利益 311,952 445,229

法人税等 101,578 145,667

四半期純利益 210,373 299,561

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 210,373 299,561

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 25,058 128,261

退職給付に係る調整額 △921 △1,819

その他の包括利益合計 24,137 126,442

四半期包括利益 234,511 426,004

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 234,511 426,004

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響について）

　当第１四半期連結累計期間において、新たな追加情報の発生及び前事業年度の有価証券報告書に記載した情報等に

ついての重要な変更はありません。
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（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※　前第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日　至 2019年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

2020年４月１日　至 2020年６月30日）

　当社グループでは、システム開発事業において、売上高の計上の基準となる検収が第２四半期連結会計期間及び第

４四半期連結会計期間に集中する傾向があるため、第１四半期連結会計期間及び第３四半期連結会計期間は売上高が

低くなっております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

減価償却費 24,702千円 31,197千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年6月26日

定時株主総会
普通株式 238,471千円 21円  2019年３月31日  2019年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年6月24日

定時株主総会
普通株式 249,827千円 22円  2020年3月31日  2020年6月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

システム開発
事業

システムマネ
ジメント事業

その他

売上高     

外部顧客への売上高 2,541,127 1,216,207 337,780 4,095,115

セグメント間の内部
売上高又は振替高

358,377 33,900 211,369 603,647

計 2,899,505 1,250,108 549,150 4,698,763

セグメント利益 198,788 71,095 3,829 273,713

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 273,713

セグメント間取引消去 1,341

全社費用（注） △105

棚卸資産の調整額 178

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 275,127

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

システム開発
事業

システムマネ
ジメント事業

その他

売上高     

外部顧客への売上高 2,670,511 1,253,242 347,165 4,270,918

セグメント間の内部
売上高又は振替高

403,697 26,472 181,437 611,607

計 3,074,209 1,279,714 528,602 4,882,525

セグメント利益 210,468 104,981 28,370 343,820

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 343,820

セグメント間取引消去 1,644

全社費用（注） -

棚卸資産の調整額 △44

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 345,419

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18円53銭 26円38銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 210,373 299,561

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
210,373 299,561

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,355 11,355

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年８月７日

株式会社エヌアイデイ

取締役会　御中

 

新宿監査法人

東京都新宿区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　信行　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 末益　弘幸　　印

 

　監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エヌア

イデイの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エヌアイデイ及び連結子会社の2020年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

　監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

　四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

　四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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